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図書館機構長挨拶
京都大学図書館機構長・附属図書館長

引 原 隆 士

　1897（明治30）年の創立以来、自由の学風の下、卓越した知の創造と継承を担って来た京
都大学において、その教育・研究活動を支えて来た京都大学附属図書館は、大学創立に遅れ
ること2年半後（1899（明治32）年）に創設されました。
　附属図書館は、京都大学の教育に関する基本理念である「対話を根幹とした自学自習」を
支え、知的財産の蓄積や学術情報の創造を支える根幹となって来ました。一方、新しい部局・
教室の設立に伴い、それぞれが独自に図書館・室を設け，部局の教育・研究に不可欠な資料
を収集・提供する場を築いて来ました。京都大学の図書館は、これらの集合体として機能を
発展させてきました。現在の蔵書数の総数は669万冊に達し、国立国会図書館、東京大学に
次いで全国で3番目に位置する図書館となっています。さらには，国宝1点（9冊）、重要文
化財41点（172冊および468枚）の貴重資料も所蔵しています。
　2004（平成16）年の国立大学法人化に伴い組織や制度が変化し、附属図書館を含め全学の
部局図書館・図書室は2005（平成17）年4月に設置された京都大学図書館機構のネットワー
クの下に配置されることになりました。冊子体としての図書だけでなく、リアルタイムで進
展する科学技術の教育・研究活動に無くてはならない電子ジャーナル、データベースを、図
書館機構の調整のもと、学術インフラとして購読・利用環境を整えております。百年を越え
る京都大学の図書館の歴史において、電子化の流れは従来の図書の集積を中心として来た図
書館の機能および環境を大きく替えております。しかしながら、電子情報の増加で利用者の
足が遠のきがちであった大学図書館は、世界的に学びの場としての機能を見直され、ラーニ
ングコモンズの開設や、より積極的な教育を指向するアクティブ・ラーニングエリアとして
の変革を図っています。今後、京都大学の図書館は、中期目標・計画において方向付けられ
たエリア連携図書館との機能分担などを検討しつつ、より利用者の視点で、教育・研究を支
える運営を行い、施設の整備や環境改善を進める責務を果たして行かねばなりません。世界
的規模で進む、教育のオープン化へも積極的に関与していかなければなりません。過去への
窓口から未来への窓口としての変革が求められているのが現在の図書館の状況です。
　重ねて、大学図書館は大学の学術成果を世界に発信する窓口に変化することが火急の課題
となっています。京都大学図書館機構は、これまでも大学発の学術資料をリポジトリとして
公開することを積極的に行い、高い評価を受けて参りました。2013（平成25）年4月に文部
科学省は学位規程を改定し、全ての博士学位論文の電子公開が義務化しました。これは、公
的資金で支援された研究のオープンソース化により、著者の権利を守るとともに人類の資源
ともいえる研究成果を特定商業活動の独占から守るための改革につながります。このような
大学の知の発信活動を積極的に支えて行くことが、図書館機構の重要な活動と考えています。
附属図書館を中心とする図書館機構は、時代の変化に応じてそのサービス機能の重点を見直
しながら、京都大学にふさわしい大学図書館・ネットワークの構築に向けた努力を続けて行
きたいと存じます。皆様のご理解とご協力を心よりお願いいたします。
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沿　革

歴代図書館機構長等

明治　30（1897）年
 32（1899）年
 41（1908）年

昭和　22（1947）年
 23（1948）年
 36（1961）年
 39（1964）年
 58（1983）年
 59（1984）年
 60（1985）年
 
 
 62（1987）年

平成　02（1990）年
 4（1992）年
 8（1996）年
 
 10（1998）年
 
 11（1999）年
 12（2000）年
 16（2004）年
 
 17（2005）年
 
 18（2006）年
 
 19（2007）年
 
 20（2008）年
 
 21（2009）年
 
 
 23（2011）年

京都帝国大学創立、附属図書館設置
閲覧室開室（11日。この日を附属図書館創立記念日とする。）
「附属図書館商議会規程」制定
京都大学附属図書館と改称
附属図書館（第二代）竣工
「附属図書館60年史」刊行
館報『静脩』創刊
附属図書館（第三代：現行）竣工
閲覧システム導入（業務のコンピュータ化開始）
バックナンバーセンター（BNC）開設
調査研究室設置
NACSIS-CAT（目録システム）サービスに参加
附属図書館が理工系外国雑誌センター館に指定
OPAC運用開始
NACSIS-ILLサービスに参加
研究開発室発足（調査研究室を改組）
「今昔物語集 鈴鹿本」国宝に指定
電子図書館システム運用開始
全学共通科目「情報探索入門」（提供部局：附属図書館）開始（以後、毎年開催）
附属図書館創立百周年記念式典
附属図書館宇治分館発足
京都大学図書館協議会発足
（「附属図書館商議会」を廃し、「図書館協議会」と「附属図書館運営委員会」に機能分割）
「京都大学における全学の図書館機能に関する規程」の制定
京都大学図書館機構発足
学内デリバリー・サービス運用開始（2007年7月から専用便へ移行）
学術情報リポジトリ試験公開（10月から正式公開）
電子ジャーナル・データベース認証システム公開テスト開始（4月から本運用）
「京都大学図書館機構の基本理念と目標」制定
「京都大学図書館機構の将来構想案」発行
電子ジャーナル経費の共通経費化実施
研究開発室に専任准教授配置
キャンパス間返送サービス開始
「京都大学図書館機構将来構想」策定
「京都大学図書館機構規程」の制定（「京都大学における全学の図書館機構に関する規程」の改正）

6月
12月
12月
9月
2月
3月
9月
10月
4月
1月
4月
6月
6月
10月
4月
4月
6月
1月
4月
11月
4月
4月

3月
4月
5月
6月
3月

3月
4月
1月
6月
12月
10月

初 代

第2代
第3代
第4代

大西有三（工）
大西有三（事務取扱）
藤井讓治（文）
林　信夫（法）
引原隆士（工）

平成17年04月01日 ～ 平成20年09月30日
平成20年10月01日 ～ 平成20年10月31日
平成20年11月01日 ～ 平成23年03月31日
平成23年04月01日 ～ 平成24年09月30日
平成24年10月01日 ～

●図書館機構長（附属図書館長を兼ねる）
氏　名 就 任 ～ 退 任

初 代
第2代
第3代
第4代
第5代

森棟公夫（経）
岡田知弘（経）
岡田知弘（経）
引原隆士（工）
寺田浩明（法）

平成17年06月01日 ～ 平成18年03月31日
平成18年04月01日 ～ 平成20年09月30日
平成20年12月16日 ～ 平成23年03月31日
平成23年04月01日 ～ 平成24年09月30日
平成24年10月01日 ～

●図書館機構副機構長
氏　名 就 任 ～ 退 任
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京都大学図書館機構の基本理念と目標

■4つの基本目標

　京都大学図書館機構は、京都大学の基本理念に基づき、世界最高水準の教育・研究拠点に相応しい学術情報基盤と
しての役割を担うことを使命とする。将来にわたって、京都大学における教育・研究活動を支援し、かつ国内外の学
術コミュニティに貢献するために、人類の知的資産である学術情報資源や新たに生み出される知的成果を不断に収集、
整理、保存し、関連する情報を発信するとともに、常に最上質の先進的情報サービスを研究開発し、提供する。
　そのため、京都大学図書館機構は以下の目標の実現をめざす。

京都大学図書館機構将来構想
　将来構想は、機構の基本理念と目標に則り、おおよそ10年後の京都大学の図書館のあり方を展望し、事業目標
を明らかにすることを目的に、2006年8月から検討を始め、2009年12月18日に図書館協議会において承認され
ました。

1. 全学図書館ネットワークの整備を図る
2. 図書系職員の力量の向上を図り、連携体制を強化する
3. 図書財源を安定的に確保し、系統的なコレクションを構築する
4. 図書館施設を量的・質的に整備する

■今後10年間の事業目標
1. 学術情報資源の整備：予算確保と蔵書構築
2. 図書館サービスの充実：全学図書館ネットワークの整備
3. 知的成果の発信：学術情報リポジトリの運営
4. 知的資産の保存・管理：電子図書館の運用と保存図書館の整備
5. 利用者の支援：システムの構築とリテラシー教育
6. 人的資源の整備：図書系職員の養成と連携強化
7. 組織力の強化：図書館機構の機能充実と相互協力
8. 対外活動の推進：社会貢献と他機関との交流

京都大学図書館機構は、全学の図書館機能を十全に発揮して教育・研究を支援するために、学生・教
職員のニーズを把握し、それに応えることを最優先する。

学術情報基盤としてのコレクションおよび情報サービス体制を構築するために、学術情報を適切に選
定、収集、整理し、必要な研究開発を行い、それらへの最善のアクセスを提供する。

京都大学が日々創造する世界的に卓越した知的成果の蓄積・発信を行う。

京都大学が保有する人類の知的資産を将来にわたって利用できるような保存管理体制を整備する。

学術情報活用のために質の高い利用者支援システムを構築する。

図書館利用者が学術情報を有効かつ快適に活用できるように、全ての図書館スタッフのスキルおよび
モチベーションの向上と、設備、施設の充実を図る。

京都大学図書館機構を構成する組織は、相互に、また関連する学内組織との間の協力関係を強化する。

国内外の図書館と連携し、相互協力するとともに、社会と地域に貢献する。
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24
29
23
21
19
20
27
36
32
35
38
37
33
28
34
30
31
26
22
25

附属図書館
文学研究科図書館
文・学術雑誌閲覧室
教育学研究科・教育学部図書室
法学部図書室
経済学研究科・経済学部図書室
経・経済資料センター
工学研究科図書掛
工・地球工学科図書室
工・吉田建築系図書室
工・吉田物理系図書室
工・電気系図書室（吉田）
工・工業化学科図書室
人文科学研究所図書室
エネルギー科学研究科図書室
情報学研究科図書室
地球環境学堂図書室
環境科学センター図書資料室
経済研究所図書室
アジア・アフリカ地域研究研究科
アジア専攻図書室

9
7
11
6
13
8
10
12
15
18
16
17
14

39

40
47

46
45
43

理学部中央図書室
理・数学教室図書室
理・物理学教室図書室
理・宇宙物理学教室図書室
理・地球惑星科学専攻図書室
理・化学図書室
理・生物科学図書室
農学研究科・農学部図書室
農・生物資源経済学専攻司書室
東アジア人文情報学研究センター図書室
基礎物理学研究所図書室
数理解析研究所図書室
フィールド科学教育研究センター
森林系図書室

人間・環境学研究科総合人間学部図書館

医学図書館
医・人間健康科学系図書室
（医学図書館分室）
薬学研究科・薬学部図書室
再生医科学研究所図書室
ウイルス研究所図書室

44

41
42

2
1
3
4
5

48

・
・
・
・

アジア・アフリカ地域研究研究科
アフリカ専攻図書室
東南アジア研究所図書室
地域研究統合情報センター図書室

工・地球系図書室
工・桂建築系図書室
工・桂物理系図書室
工・電気系図書室（桂）
工・化学系図書室

附属図書館宇治分館

原子炉実験所図書室
霊長類研究所図書室
生態学研究センター図書室
フィールド科学教育研究センター
瀬戸臨海実験所図書室

　京都大学には、附属図書館をはじめとして約50の図書館・室があり、それぞれの図書館・室が分野に合わせた図
書や雑誌を収集・整理し、快適な学習環境を備えています。
  京都大学図書館機構は、個々の図書館・室では解決を図れない問題や、複数の部局図書館・室間の調整が必要な課
題を解決するための総合的・合理的な全学協調体制として、平成17年4月に発足しました。

図 書 館 機 構

利用者（教職員・学生）

サービスの提供

学生用図書の充実 電子ジャーナルの安定供給

学内デリバリー 研究成果の発信（リポジトリ）

附 　 属
図 書 館

研究科・学部
図 書 館 室

研 究 所
図 書 室

・大型コレクション
・Webサービス
・利用者動向の調査
・資料保存・修復
・職員研修

本部構内

北部構内

吉田南構内

医学部・薬学部・病院構内

吉田キャンパス

桂キャンパス

宇治キャンパス

その他のキャンパス

図書館機構の構成
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吉田キャンパス
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■電子ジャーナルの安定供給
　電子ジャーナルは、冊子体の学術雑誌に代り、今や研
究のライフラインとして必要不可欠な情報源になってい
ます。全学で利用できる電子ジャーナル（外国雑誌）は、
2013年度現在、有料のもので約31,000タイトルに上っ
ています。無料公開のオープンアクセスジャーナルを含

めて、京都大学で利用可能な電子ジャーナル全点リスト
をホームページに掲載し、有効な活用を図っています。
　電子ジャーナルに対する需要は今後も増大することが
見込まれますが、購読料は年々値上がりしており、その
ために必要な経費の確保が課題となっています。図書館
機構では他大学の図書館と協力しつつ状況改善に努力し
ています。

■大型コレクションの整備
　大型コレクションの整備は、部局単独で購入すること
が困難で、かつ学内外の共同利用にふさわしい資料を収
集することを目的に、図書館機構が各部局に購入希望調

査をし、全学設備整備経費を申請、その配分を受けて行
っている事業です。
　本事業は、2002年度まで文部科学省によって行われ
ていたものを、本学独自の事業として継続しているもの
です。

コレクションの構築

『The Eighteenth Century Collections Online（18世紀英語・英国刊行物データベース）II』
（オンライン版フルテキストデータベース）（下の写真左）
『モイーヌッディーン・アキール博士（Dr. Moinuddin Aqeel）所蔵　ウルドゥー語文献コレクション』
（刊本・定期刊行物・写本：アジア・アフリカ地域研究研究科所蔵）（下の写真右）

図書館機構の主な事業

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

電子ジャーナル（外国雑誌：有料）タイトル数推移

部局経費分

全学的経費分

●2012年度購入資料
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■全学共通科目「学術情報リテラシー入門」 
　のサポート
　「学術情報リテラシー入門：図書館とWeb情報の活用」
は、論文やレポート等を書くための文献や情報の収集と
活用のスキルを身につけてもらうことを目的に、図書館
機構が学術情報リテラシー教育の一環として提供する正
規の授業科目です。1998年に当時の長尾眞総長と附属
図書館の発案により「情報探索入門」として開講されて
以来、履修した学生からの高い評価を受けて、継続して
実施してきました。
　授業は、図書館機構長による講義を皮切りに、情報学
研究科、教育学研究科、薬学研究科、附属図書館研究開

発室と所属や専門分野の異なる教員がリレー形式で講義
を担当します。講義では、分類の概念と理論、目録の歴史、
インターネット情報やデータベースの特性、参考図書類
の特徴、そして収集した情報の整理と活用といったテー
マが扱われ、これらの講義は、パソコンによる検索や実
際に図書館資料を利用する演習と併せて構成されていま
す。また、担当教員との連携の下、演習問題の作成や実
習のサポートなどにおいて、若手を中心とする各部局の
図書館職員が授業の実施に深く関わっていることも、こ
の授業の特徴です。
　学生の情報活用能力がますます求められている中、情
報環境の変化や大学教育におけるニーズに内容を対応さ
せつつ、引き続きこの授業を提供していきます。

■その他、附属図書館等、各図書館・室での
　利用者支援
　京都大学の学習や研究において、図書館が提供する資
料やサービスをいっそう有効に活用してもらいたいと図
書館機構では考えています。そこで、新入生オリエンテ
ーションや利用ガイダンスなどで、まず図書館を知って
もらう取り組みを行っています。その上で、各図書館が
提供しているのが、KULINEや各種データベースなどの
利用講習会、文献収集法の講習会、教員から発表手法を
聞く講習会などの様々な支援プログラムです。さらに、
授業単位での依頼を受けて行う講習会のほか、いくつか
の学部や大学院では図書館職員が必修科目の一コマを担
当するなど、全学共通科目「学術情報リテラシー入門」
以外でも、教員と連携した教育支援の取り組みが広がっ
ています。
　そうした中、平成23年度に「図書館機構による学術
情報リテラシー教育支援の方針」が定められました。こ

こでは、学術情報リテラシー教育支援の全学的な展開や
図書館間の連携による教育支援体制の整備などを謳って
います。そこで、全学の支援プログラムを一体的に広報
するために、共通ロゴの使用や講習会予定を一覧できる
カレンダーを作成しています。そして、学内図書館・室
を巡るスタンプラリー、同一講習会の複数キャンパスで
の開催といった連携を行っています。
　個別に利用者を支援するツールとしては、従来、図書
館ウェブサイトでの利用ガイドや資料別の探し方を伝え
るリーフレット「レファレンス・ガイド」などがありま
した。これに加えて、各図書館で受け付けている利用者
からの質問についても、それぞれの分野や所蔵資料の特
徴を活かし連携して対応する体制の整備を進めていま
す。また、近年増加する留学生や多様化する学生に対し
て求められているのが、図書館による学習支援の取り組
みです。そこで、大学院生がサポートを行う学習支援デ
ィスクを附属図書館に設置するなど、図書館機構では、
学生により密着した支援の展開を目指しています。

利用者支援

留学生向け図書館利用ガイダンス 図書館機構スタンプラリー レファレンス・ガイド
（日本語版24種、英語版11種提供）
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■京都大学学術情報リポジトリ「KURENAI」
　京都大学図書館機構では、京都大学の研究・教育成果
（学術雑誌掲載論文、学位論文、紀要論文、科研費報告
書など）を社会に発信する「京都大学学術情報リポジト
リ（KURENAI）」を構築し、2006年からインターネッ
ト上で公開しています。
　本事業を通じて、図書館機構は本学の中期目標・中期
計画にある「研究活動の成果を広く社会に還元する」や
「学術情報の公開を通じて、社会に対する説明責任を果
す」といった目標・計画を支援するとともに、本学の研
究活動や研究者を広く社会にアピールしています。
　2012年度には、山中伸弥iPS細胞研究所長・教授のノー
ベル生理学・医学賞受賞にあたり、Key Publicationとなっ

た論文を出版社と交渉し登録するとともに、山中教授の
業績紹介ページを作成・公開しました。この業績紹介ペー
ジは13,000件を超えるアクセスがありました（2013年
3月末現在）。2012年10月には、本文登録件数が10万
件を突破しました。
　京都大学学術情報リポジトリでは、今後も多様な研究
分野の論文等を積極的に収集・発信し、本学の研究成果
により一層アクセスしやすくなるように努めてまいりま
す。

■貴重資料の電子化と公開
　京都大学図書館機構では、学術・文化の発展に貢献す
るため、貴重な古典籍・古文書をはじめとする学術資料
の電子化とインターネット上での公開に取り組んでいま
す。国宝『今昔物語集』や重要文化財40点をはじめ、
これまでに電子化した資料は約4,000点に及び、国内で
も有数の規模を誇ります。
　本事業は毎年継続的に実施しており、2012年度は、
修復した古典籍などを中心に、18点を電子化・公開し
ました。

知的成果の蓄積・発信

国　宝：今昔物語集（鈴鹿本）
重要文化財：兵範記など40点
貴重書：國女歌舞伎絵詞  天正遣欧使節肖像画  など

●主な電子化・公開資料

140,000

130,000

120,000

110,000

100,000

90,000

80,000
4月

2012年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2013年
2月 3月

2012年度  登録件数

メタデータ件数 本文件数

2012年10月、本文登録件数10万件を突破！

國女歌舞伎絵詞

国宝「今昔物語集」
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2007年 2008年 2009年

学内図書デリバリーサービス  配送個数

4,681

7,614

8,599

2010年 2011年

9,879

10,739

2012年

10,568

貴重書の修復

図書館機構の主な事業

　京都大学では、国指定の国宝・重要文化財をはじめ多
くの貴重な古典籍・古文書等を所蔵しています。これら
の中には、長い保存年月と利用により、虫損・劣化が著
しい資料も少なくありません。これら傷みの激しい資料
について緊急性の高いものから順に、教育・研究資料と

して活用に耐えうる状態にすることを目的に、計画的に
修復事業を行っています。
　2012年度は「貴重資料修復計画」第1期の2年度目
として、以下の資料の修復を行いました。

学内図書デリバリーサービス・キャンパス間返送サービス

　「学内図書デリバリーサービス」は、学内の利用者に
時間的、経費的負担をかけないで、遠隔地キャンパスか
ら図書を取寄せることができるサービスです。2007年
7月から運用開始された新配送サービスにより、
①本部地区、桂地区、宇治地区の3地区を結ぶ配送業者
によるルート便（図書専用便）

②それ以外の遠隔地間を直接結ぶ直送便（宅配便）
の2つの組み合わせで学内の図書館・室、施設がほぼ網
羅され、従来の学内便（事務室間文書配達便）では配送
できなかった地区も配送エリアに含まれました。

　このことにより、資料をより安全・確実に、無料で最
寄りの図書館室まで取寄せることができるようになりま
した。
　2009年6月からは、新配送サービスを活用した「キ
ャンパス間返送サービス」も開始しました。これは、か
ねてから要望の多かった、利用者が離れたキャンパスで
借りた資料を最寄りの図書館・室で返却できるサービス
で、これにより学内利用者の利便性もさらに向上しまし
た。

Histoire naturelle, generale et particuliere / Georges Louis Leclerc comte de Buffon, 1785-1791
（ビュフォンの博物誌）27冊

●医学研究科

Natuurlyke historie of uitvoerige beschryving der dieren : planten en mineraalen, volgens het 
samenstel van den Heer Linnæus / by Carl von Linné　14冊他洋書　計6点19冊

●理学研究科

「四国遍礼絵図」他地図8点、奈良絵本「いはや」3冊　計9点11冊（枚）
●文学研究科

「曼荼羅次第法」1冊、「周易正義」3冊、「古文孝経抄」1冊　計3点5冊
●附属図書館
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Ⅰ. 附属図書館

主要コレクション

巻16（尼崎本）１帖　平安末鎌倉初期筆写
巻１～15，17（欠巻16，17末～20）２帖
藤原教長撰　仁治２年鎌倉中期伝
二条師忠筆
49軸　兵部卿　平信範　長承元年～承安元年

万葉集
古今集注

兵範記

紙本墨書
紙本墨書

紙本墨書

紙本墨書　範国記　　１軸　平範国　長元９年　春秋冬記
紙本墨書　知信記　　１軸　平知信　天承２年　春記
清原家家学書　　　　34種　紙本墨書
幼学指南鈔　　　　　巻7，22　２帖　［平安末期］写

今昔物語集　鈴鹿本　 巻２，５，７，９，10，12，17，27，29　計９冊

英国中世の公文書、記録類の集大成724冊で構成。Rolls Seriesと称されるのは、Master 
of the Rollsの監修のもとに編纂されたことによる。ロールズ・シリーズ

■国　宝

■重要文化財

■特殊文庫

イスパニア国最高学術研究会議の配慮により、昭和25年同国政府より寄贈された学術図書
1,300余冊で構成。イスパニア文庫

宮崎市定名誉教授旧蔵の地理書と古地図で構成。1561年刊行のヴェネチア版『プトレミー地
図帳』、1550年に木版筆彩された『ミュンスターの新世界図』などを含む。宮崎市定コレクション

明治以前の和漢の医書と江戸中期以後主として幕末期の西洋医学の翻訳書で構成。医学博士、
文学博士富士川游が「日本医学史」の編纂のため収集した蔵書。富 士 川 文 庫

公家西洞院時慶を遠祖とする平松家伝世の3,100余冊の集書。朝廷の儀式典例、日記に貴重な
ものが多数。兵範記、範国記、知信記の３点は重要文化財指定。他に眞名字本平家物語を含む。平 松 文 庫

中院通規伯爵の旧蔵書、文書記録を含む典籍1,041冊で構成。通村、通勝の万葉集、古今集
等の勅撰和歌集をはじめとし、源氏物語、伊勢物語等自筆の訓注、評釈等の精粋な資料を含む。中 院 文 庫

京都の宮大工の棟梁中井家の御所、二条城、各寺社の建築関係の図面、古文書、地図など
旧蔵資料和書177冊、図面類2,276枚で構成。中井家絵図・書類

本学創設当時の文部大臣で、本学の設立に尽力した西園寺公望公爵の愛蔵書680部（8,046
冊）で構成。 陶 庵 文 庫

大正・昭和の実業家谷村一太郎旧蔵の和漢書9,200冊の稀書で構成。新村出博士の縁で本
学に寄贈され、『光明皇后願経』、『伝桓武天皇写経』など多彩な資料を含む。谷 村 文 庫

明経道清原家に伝わった経書ならびに日記・秘伝を中心とした収書で構成。清原家家学書34
種は重要文化財指定。うち、孝子伝は本館設立60周年記念事業の一つとして複製し、広く紹介。清 家 文 庫附属図書館

元大阪新聞社記者中神利人旧蔵の、幕末より第二次世界大戦の初期に至る我が国の諸新聞と
その類縁資料で構成。新 聞 文 庫

京都蔵経書院の旧蔵本で構成。明治38年４月より大正元年にわたって蔵経書院が刊行した『大
日本続蔵経』の底本となった仏典類と真宗関係の仏書。

蔵 経 書 院 文 庫 ・
日蔵既刊本・日蔵未完本

明治時代の仏教学者島田蕃根が島田家伝世の文書記録に、蕃根自身の収書を加えた、図書
480点よりなる修験道文献の特異な集成。島 田 文 庫

漢籍の他、宇津保物語、落窪物語、大鏡等の古写本で構成。陽明文庫の設立時に、近衛家
から3,150冊の典籍が本学に寄贈。近 衛 文 庫

大賀寿吉旧蔵のダンテに関する原典や新聞、雑誌の断簡3,000冊の集書で構成。旭 江 文 庫

菊亭家家記、特に家業の音楽書を主軸として有職故実に関する文書・記録で構成。西園寺実
兼の四男兼季を遠祖とする菊亭家相伝の文書・典籍を収集した蔵書。菊 亭 文 庫

793部（2,160冊）の朝鮮文書類と典籍で構成。文学博士河合弘民が朝鮮史の研究に資する
ために収集した蔵書。河 合 文 庫

大塚隆収集による江戸期から近代に至る京都に関する地図の体系的コレクション470余枚で構
成。現存する本邦最古の京都市街地図『都記』（通称『寛永平安町古圖』）を含む。 大塚京都図コレクション

吉田松陰の遺墨を中心とし、「奇兵隊日記」や大久保利通自筆「三藩盟約書草案」、平野国臣
のこより文字など、幕末から明治維新の勤皇志士達に関係する多数の資料で構成。維新特別資料文庫

京都大学所蔵のおもなコレクションをご紹介します。



Outline of the Kyoto University Libraries ● 12

Ⅱ. 部局図書館・室

■特殊文庫（重要文化財を含む）

京都府与謝郡宮津町の実業家池田孫七氏寄贈の語学・文学・社会学・芸術など広範囲にわ
たるロシア語文献コレクションである。2,159冊（言語学）。池 田 文 庫

本学部教授（国語学国文学）であった潁原退蔵博士旧蔵の国文学関係のコレクションである。
同教授の専門であった俳書の版本をはじめ、写本も数多い。6,040冊（国文学）。潁 原 文 庫

本学部名誉教授（東洋史学）桑原隲蔵博士旧蔵の東洋史関係のコレクションである。博士
の専門が東西交渉史であったことから、洋書も多く含まれている。12,457冊（東洋史学）。桑 原 文 庫

本学部教師（英文学）であったEdward B Clarke氏旧蔵の英文学関係書のコレクションで
ある。5,133冊（英文学）。ク ラ ー ク 文 庫

本学部名誉教授（哲学）西田幾多郎博士旧蔵の哲学関係図書のコレクションである。同教
授の書き入れ本も多い。1,627冊（哲学）。西 田 文 庫

本学第9代目の総長であった小西重直博士の旧蔵書で、1940年第以前のわが国における教
育原理に関する貴重な資料が多い。489冊。小 西 文 庫

高橋俊乗博士の旧蔵書で、江戸時代末期を中心とする教育思想に関する図書をふくみ、教
育思想史の研究上欠くことのできない集収である。1,371冊。高 橋 文 庫

ドイツの民法学者Andreas Von Thur （1864-1925） の旧蔵書。19世紀から20世紀に出版
された歴史法学以降の私法関係図書を多く所蔵している。1,933冊。ト ゥ ー ル 文 庫

ドイツの国法学・行政法学者 Julius Hatschek （1872-1926）の旧蔵書。ワイマール憲法下において活躍し、
ドイツとイギリスの比較法の専門家としてイギリス公法の研究においても大きな業績を残したハチェックのコ
レクションであるため、公法学に関する図書が多く、なかには哲学・史学の図書が含まれている。2,113冊。

ハチェック文庫

ドイツの民法学者 Friedrich Thaner の旧蔵書。教会法関係の書籍が多く、ドイツ民法典成立以前
は、教会法がドイツの家族法の役割を果たしていたため、ドイツ法史研究上学術的価値が極めて高
い資料が多数含まれている。2,643冊。

タ ー ナ ー 文 庫

元朝日新聞社主 上野精一氏と元社主 上野淳一氏の寄贈書で、内外の新聞とジャーナリズム・マスコミ
関係書の一大コレクション。政治学・経済学・哲学・歴史学に関する貴重な文献も多い。約27,000冊。上 野 文 庫

京都大学経済学部教授であった河上肇の旧蔵書を、1969年に学部創立50周年を記念して寄
贈を受けたもので、図書の他に、講義ノート、原稿が含まれる。約2,700冊。河 上 文 庫

文　学
研究科

教育学
研究科

経済学
研究科

法　学
研究科

烏帽子折草紙 上野文庫　トマス・モア『ユートピア』
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フィリピン史学者 故Marcelino Foronda教授の旧蔵書約7,000冊。イロコス地方の歴史・文学・
民族誌をはじめ、マルコス政権下の禁書・地下出版物やカトリック各種祈祷書など、フィリピン研
究に重要な諸資料が含まれている。

タイ政府関係者Charas Pikul氏の旧蔵書約9,000冊。うち葬式配付本（Nagsue Ngan Sop）と呼ば
れる重要人物の葬儀に際して刊行される出版物約4,000冊が含まれており、タイ国外で最大規模の
コレクションである。

中江丑吉氏の旧蔵書で、歿後中江善後委員会より1944年9月に寄贈された、漢籍355部6,037冊、
社会科学に関する洋書478部728冊、および、1996年に阪谷芳直氏より寄贈された、手稿等61点、
書簡245点から成る。

16～20世紀の数学関係の洋書（267点）と、江戸時代の和算書、天文学、暦書等（597点）
のコレクション。864点。

数学教室貴重書
コ レ ク シ ョ ン

理学部中央図書室
貴重書・準貴重書
コ レ ク シ ョ ン
ジョサイア・コンドル
建 築 図 面
（ 重 要 文 化 財 ）

サン ＝ シ モン、
フ ー リ エ 文 庫

16世紀～20世紀にかけての博物学、地質学、化石学、貝類学等に関する和洋のコレクション。
586冊。

明治期に英国より来日して鹿鳴館やニコライ堂など多くの設計に関わり、日本近代建築の
父と呼ばれたジョサイア・コンドル博士の建築図面468枚。建築系図書室所蔵。

1939年10月 第三高等学校教授 林森太郎先生より寄贈を受けた国文学関係の和書88点。林 文 庫

1939年7月 第三高等学校教授 溝淵進馬先生より寄贈を受けた教育学・哲学関係の和洋図
書1,224点。溝 淵 文 庫

19世紀前半に活躍したフランスの社会主義思想家アンリー・サン＝シモン（1760～1825年）とシャルル・
フーリエ（1722～1837 年）の著書・パンフレット類・研究書。前者の関係が93部、後者の関係が54部。

故京都大学名誉教授矢野仁一博士が1944年「現代支那」研究班の代表者として蒐集した和
漢洋書421部、697 冊。1958年1月に寄贈された。矢 野 文 庫

元大阪朝日新聞社員村本英秀氏（後に中田と改姓）より1941年1月に寄贈された漢籍837部、8,484
冊。文庫の内容は、中国の伝統的な書籍分類法である四部（経・史・子・集）分類のほぼ全てにわたる。村 本 文 庫

中 江 文 庫

ライオネル・マッケンジーロチェスター大学名誉教授の蔵書で、数理経済学関係書を主と
したコレクション1,492冊。2003年10月に寄贈された。マッケンジー文庫

チャラット・コレクション

フォロンダ・コレクション

フィリピン歴史学者・作家Ambeth Ocampo氏旧蔵書約1,000冊。19世紀後半から20世紀初頭
フィリピン史関連出版物、カトリック各種祈祷書や議会記録等の政府刊行物が含まれている。オカンポ・コレクション

理　学
研究科

工　学
研究科

経　済
研究所

人間・環境学
研究科

人文科学
研究所

東南アジア
研究所

ジョサイア・コンドル建築図面
Elevations of Plan B (250 tsubo)（欧風住宅）

数学教室貴重書コレクション
吉田光由編 『新板塵劫記』

主要コレクション
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統　計（平成24年度）

附属図書館
附属図書館宇治分館
文学研究科
教育学研究科
法学研究科
経済学研究科
理学研究科
医学研究科
薬学研究科
工学研究科
農学研究科
人間・環境学研究科
エネルギー科学研究科
アジア・アフリカ地域研究研究科
情報学研究科
生命科学研究科
地球環境学堂
公共政策大学院
経営管理大学院
人文科学研究所
再生医科学研究所
ウイルス研究所
経済研究所
基礎物理学研究所
数理解析研究所
原子炉実験所
霊長類研究所
東南アジア研究所
高等教育研究開発推進センター
フィールド科学教育研究センター
放射線生物研究センター
生態学研究センター
学術情報メディアセンター
こころの未来研究センター
大学文書館
地域研究統合情報センター
物質－細胞統合システム拠点
その他の部局

894,899 
70,362 

1,081,429 
169,028 
702,171 
553,691 
241,358 
249,907 
35,544 
343,068 
267,986 
643,179 
10,062 
128,386 
62,184 

78 
8,200 
1,510 
2,127 

595,611 
4,862 
3,648 
81,073 
90,996 
96,057 
52,961 
26,313 
182,618 
3,697 
21,336 
2,551 
15,682 
344 
351 
696 

47,883 
1 

5,939 
6,697,788

177,681 
15,162 
4,500 

130,454 
23,683 
27,105 
164,137 
202,775 
7,821 

118,524 
78,340 
94,015 
4,578 
8,481 
18,884 

8,152 

2,232 
4,862 

190 
90,907 
80,771 
45,897 
26,313 
182,618 

15,682

12,513 
1,430 
22,244 
5,009 
8,068 
9,340 
5,411 
4,514 
218 
3,974 
2,112 
59,822 
171 

23,369 
918 

1,535 
161 
370 

10,067 

6 
562 
1,322 
3,299 
368 
732 
3,457 
75 
203 
8 

303 

13 

3,710 

2,823 
188,127

1,783
372
3,557
260
1,152
1,092
1,517
908
31

1,107
1,773
968
78
200
168

48

1,429
17
5

676
144
587
131
97
232

473

16

33

339 
239 
224 
225 
270 
263 
236 
288 
239 
232 
240 
266 
240 
195 
235 

229 

213 
244 
243 
207 
243 
236 
240 
241 
238 

231 

227 

230

172,296
2,228
69,808
11,683
14,264
16,152
26,604
16,655
1,594
15,194
14,572
87,245
263
2,441
5,545

1,028

4,030

34
887
1,995
1,653
310
440
2,115

489

281

229

470,035

（注）附属図書館宇治分館は、化学研究所・エネルギー理工学研究所・生存圏研究所・防災研究所の蔵書数等を含めた数

部 局 名
蔵 書 冊 数

受入雑誌種数受入図書冊数 開館日数 貸出総数
総　計 うち開架図書冊数

計
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三十六歌仙 河上文庫 数学教室貴重書コレクション

オカンポ・コレクション 新聞文庫・絵

理学部中央図書室貴重書
準貴重書コレクション マッケンジー文庫

理学部中央図書室貴重書
準貴重書コレクション

司馬江漢銅版画 天球図 オカンポ・コレクション
理学部中央図書室貴重書
準貴重書コレクション
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